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mOR226 に、既に出芽酵母での単独発現が報告されているラット由来 I7 の配列で N 末端
および C 末端領域を置換したキメラ mOR226 の N 末端置換部位の最適領域を検討した。
構築した各種キメラ mOR226 発現酵母に対し、免疫蛍光染色による mOR226 の細胞膜局
在確認や DNT 応答性をリガンドアッセイで試験した結果、mOR226 の第一膜貫通領域ま
でをラット I7 のアミノ酸配列でキメラ化した受容体が細胞膜局在と DNT 応答に依存する
ルシフェラーゼ活性が高く、嗅覚受容体の N 末端のキメラ化の効果を示された。さらに、





























体と効率よく結合させるため、匂い結合タンパク質（Odorant binding protein; OBP）の添
加によって、嗅覚受容体発現酵母のリガンド応答が変化するかどうか試験した。その結果、
匂い分子と OBP間、さらに OBPと嗅覚受容体間の特異性の存在が示唆されるものの、OBP
の添加により嗅覚受容体発現酵母の匂い分子応答が向上した。以上の結果から、既知の嗅
覚受容体の機能を促進させるアクセサリータンパク質は、出芽酵母で発現させる場合にお
いても機能を発揮し、嗅覚受容体の匂い分子認識を向上させることができると結論づけた。 
 今後は、構築した嗅覚酵母をさらに改良し、最終的な嗅覚センサーとしての実用化を目
指す。出芽酵母における嗅覚受容体の発現に関しては、膜タンパク質シャペロンなどを導
入することで、嗅覚受容体の細胞膜局在に必要な因子を解明し、嗅覚受容体をより多く細
胞膜に持つ酵母を構築することが期待される。また、より短時間でのリガンドアッセイが
可能なアッセイシステムを構築し、短時間かつ高感度に匂い応答が可能な酵母の構築が期
待される。 
 
